
平成２８年度 岐阜県学校・家庭・地域 
連携協力推進事業従事者研修会 

自然災害発生時の対応について 

 １ 児童生徒への防災教育の現状 

 ２ 防災体制の整備 

 ３ 職員研修の充実 

学校安全課 
「一人の命もなくさない！一人の子も見捨てない！」 



１ 児童生徒への防災教育   ＜命を守る訓練＞ 



◆なぜ、３回以上行う必要があるのでしょうか？ 

１ 消防法に基づく避難訓練 

・消防法第八条に定められているとおり、学校は、火災発生時を想定した「避 

 難訓練」 を１回以上実施しなければなりません。 

２ 地域の実情に応じた訓練 

３ シェイクアウトの実施 

・学校で想定される災害に応じた訓練を実施する必要があります。 

 ■地 震 ＋ ■土砂災害 ■浸水害 ■火山噴火 など 

数秒の猶予しかない！ 

 いざという時にすばやく反応するためには、
日頃から瞬時の行動を習慣化する必要が
あります。 



「落ちてこない」「倒れてこない」 
「移動してこない」場所へ避難する 

★どこが安全か子どもと確認をしておく 
★普段から安全な環境づくりに心がける 



＜災害想定と訓練の実際＞   

 ２つのグラフを見ておかしいなと感じるところはありませんか？ 



＜訓練時間の設定＞ 



＜DIG＞Disaster Imagination Game 

     災害図上訓練 



＜HUG＞ hinanzyo unei game 
          避難所運営ゲーム      



もし、通常の避難経路が使えなかったら・・・ 

もし、校内放送が使えなかったら・・・ 

もし、休日、海に出かけていて津波がきたら・・・ 

学校では、「自分の命は自分で守りぬく」子
の育成をしています 

防災教育のキーワード   

         より実践的に・・・ 

もし、周りに大人がいなかったら・・・ 



２ 防災体制の整備 

（１）情報収集 
   ①地域の危険箇所を知る 
 
   ②最新の気象情報、観測情報を収集する 
 
（２）タイムライン防災のすすめ 
    ①安全確保は、早い決断から！  
    ②対応状況の共有について 
    ③学校待機と保護者引渡しについて 



 （１）ー① 地域の危険箇所を知る 





例）恵那市立上矢作小学校 



（１）ー② 最新の気象情報、観測情報の収集 

http://www.pref.gifu.lg.jp/bousai/ 



国土交通省HPより 

（２）タイムライン防災のすすめ    



 早い段階で決断する 

 児童生徒の安全が第一で
ある。危険が予見される段階
で、授業を打ち切ることに躊
躇しない。 

 給食を実施することを選択したために、
下校時刻が数時間後になってしまうこと
もあります。 

（２）ー① 安全確保は早い決断から！ 学校への通知文でも…    



 緊急時は、現場に一番近い 
学校が判断する 

 市町村教育委員会の判断を
踏まえるとともに、十分意思疎
通を図り、最終的には、各学校
の校長が判断する。 

皆さんの場合、どの部署に相談し、 
どなたが決定されますか？ 



（２）－② 対応状況の共有について   公立園、学校で実施 

関係部署とどのように 
情報共有しますか？ 



 気象警報発表時は、児童生徒
のみで下校させない 

 気象警報発表時は、生命及
び安全の確保を第一に考える。 
 状況に応じて、保護者への引
き渡しや学校での待機等を検
討する。 

引渡しや学校待機の 
ルールは決まっていますか？ 

２－③ 学校待機と保護者引渡し    





問題１ 

 地震が発生し、保護者との連絡もとれない中、
児童の引き渡しが始まった。ある児童の近所に
住むという女性が「○○ちゃんのお母さんから
頼まれた」と言って、児童を引き取りに来た。あ
なたは引き渡す？ 
 
 
 
 Yes No or 

２ 職員研修の充実  ＜クロスロードの導入＞ 



 海の近くで校外学習中、巨大地震が発生。ようやく揺
れがおさまり、うろたえる子供たちを集めたが、一人だ
け見当たらない。津波の危険を避けるためには、今す
ぐ高台に避難する必要がある。一人の子供を置いて他
の子供たちを連れ、高台へ誘導する？ 
 
 
 Yes No or 

必要な 
情報 

問題２ 

２ 職員研修の充実  ＜クロスロードの導入＞ 



 
 
災害時には、「正解」のない状況に直面することが多い 。

⇒ あいまいな状況下で、できるだけ良い判断をすること  
   が必要 
 
 
 
良い判断のためには…  
必要な情報をできるだけ集める。 
多角的な視点を持つため、異論を積極的に出す。 

 
 
 

その時、その場で、みんなで 「正解」を作り出す  

災害がおきてから考えても遅い！ 
    何もない今こそやるときです！！ 


